
令和８年度 青森県立八戸聾学校小学部 総合的な学習の時間 全体計画 

 
 
 
 
 

【総合的な学習の時間の目標】 

探究的な見方・考え方を働かせ、地域の人、もの、ことに関わる総合的な学習を通して、目的や根拠を明らかにしながら課題を解

決し、自己の生き方を考えることができるようにするために、以下の資質・能力を育成する。 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

地域の人、もの、ことに関わる探究的

な学習の過程において、課題の解決に必

要な知識及び技能を身に付けるととも

に、地域の特徴やよさに気づき、それら

が人々の努力や工夫によって支えられて

いることに気付く。 

地域の人、もの、ことの中から問いを見

出し、その解決に向けて仮説を立てたり、

調べて得た情報を基に考えたりする力を身

に付けるとともに、考えたことを、根拠を

明らかにしてまとめ・表現する力を身に付

ける。 

地域の人、もの、ことについての探究的

な学習に主体的・協働的に取り組むととも

に、互いのよさを生かしながら自ら進んで

地域社会に関わろうとする態度を育てる。 

 
【内容】＜目標を実現するにふさわしい探究課題と探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力＞ 

 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

目標を実現するにふさわしい探究課題 八戸のいいところ見つけ隊！ 

（もっと知りたい八戸市） 

はちのへのいいところ見つけ隊！ 八戸のこと広め隊！ 

（誰もが住みやすい八戸市） 

八戸のこと広め隊！（八戸の未

来と私たちの生活） 
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知識の概念化 

八戸の自然や市の素晴らしさ、

それを守る人々の工夫や努力、

願いを理解することができる。 

八戸の自然や市の素晴らしさ、それを

守る人々の工夫や努力、願いを理解す

ることができる。 

八戸には多様な産業があること、地域の

安全を守る人々や建物があることを知る

とともに、それらが自分たちの生活がつ

ながっていることを理解することができ

る。 

八戸には様々なよさや課題があ

ることを知るとともに、課題の解

決に向けての取り組みが地域の

未来を創造することにつながっ

ていることを理解することがで

きる。 

技能の獲得 
調査活動や情報収集の手順を身に付け、必要に応じて発揮することがで

きる。 
調査活動や情報収集、表現活動の手順や方法を身につけ、目的や意図に応じ

て活用することができる。 

探究的な学習のよさの理解 
学習対象と自分たちの生活がつながっていることを理解することがで

きる。 
各教科等の知識及び技能を活用した探究活動により、学習のつながりを見出

すことができる。 
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課題の設定 
自分の関心から課題を設定し、解決方法を考えて追究することができ

る。 
地域の人々等の思いをふまえて課題を設定し、解決方法や手順を考え、見通

しをもって追究することができる。 

情報の収集 
目的に応じた対象を決め、自分たちの身近なところから情報を集めるこ

とができる。 
目的に応じて手段を選択し、情報を収集したり、必要な情報を選んだりする

ことができる。 

整理・分析 
問題状況における事実や関係を、事象を比較したり分類したり、数量な

どで客観的に比較したりして、特徴を見つけることができる。 

視点を明確にして問題状況における事実や関係と、整理した情報を関連づけ

たり、多面的に考察したりして理解し、多様な情報の中にある特徴を見つけ

ることができる。 

まとめ・表現 相手に応じてわかりやすくまとめ、表現することができる。 相手や目的、意図に応じ、工夫してまとめ、表現することができる。 
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主体性・協働性 
課題の解決に向けて目的意識をもち、身近な人と力を合わせて探究活動

に意欲的に取り組もうとする。 
課題意識をもって、自分なりの方法を工夫したり、他者と協働したりしなが

ら探究活動に取り組もうとする。 

自己理解・他者理解 
自分のよさや自分にできることに気付くとともに、自分と異なる意見や

考えがあることに気づき、相手の立場を理解しようとする。 
探究活動を通して、自分の生活を見直し、自分の特徴を理解しようとすると

ともに、異なる意見や他者の考えを受け入れ尊重しようとする。 

将来展望・社会参画 自分と地域とのつながりに気付き、地域の活動に参加しようとする。 探究活動を通して、自分と実生活・実社会の問題の解決に取り組もうとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
【各教科等で育成する資質・能力】 

国語 社会 算数 理科 生活科 音楽 
・日常生活に必要な国語の知識や 

・技能を身に付けて活用する 

・筋道立てて考える力や豊かに感 

・じたり想像したりする力 

・人とのかかわりの中で伝え合う

力 

・を高め、自分の思いや考えをま 

・とめたり広げたりするなど 

・調査活動、地図帳等の具体的 

・資料を通して、必要な情報を 

・適切に調べてまとめる技能 

・社会的事象の特色や相互の関 

・連、意味を多角的に考える力 

・考えたことや選択・判断した 

・ことを説明したり、それらを 

・基に議論したりする力など 

・日常の事象を数理的に処理する技 

・能 

・日常の事象を数理的に捉え見通し 

・をもち筋道を立てて考察する力 

・基礎的・基本的な数量や図形の性 

・質などを見出し統合的・発展的に 

・考察する力 

・数学的な表現を用いて事象を簡潔 

・明瞭・的確に表したり目的に応じ

て柔軟に表したりする力など 

・自然の事物・現象についての理解 

・及び、観察、実験などに関する基 

・本的な技能 

・必要に応じて観察、実験などを行

い、問題解決をする力など 

・自分自身、身近な人々、社 

・会及び自然の特徴やよさ、 

・それらのかかわり等に気付 

 く 

・身近な人々、社会及び自然 

・を自分とのかかわりで捉え 

・自分自身や自分の生活につ 

・いて考え、表現することが 

・できるなど 

 

・表したい音楽表現をするため 

・に必要な技能 

・音楽表現を工夫することなど 

家庭 図画工作 体育 外国語活動・外国語 特別の教科 道徳 特別活動 
・家族や家庭、衣食住、消費や環 

・境について、日常生活に必要な 

・基礎的な理解とそれらの技能 

・日常生活の中から問題を見出し 

・て課題を設定し、様々な解決方 

・法を考える力 

・実践を評価・改善し、考えたこ 

・とを表現するなどの課題を解決 

・する力など 

・材料や用具を使い、表し方な 

・どを工夫して、創造的につく 

・ったり表したりする技能 

・造形的なよさや美しさ、表し 

・たいこと、表し方などについ 

・て考え、創造的に発想や構想 

・する力など 

・運動の特性に応じた各種の運動の 

・行い方や身近な生活における健 

・康・安全についての理解 

・運動や健康について自己の課題を 

・見付け、その解決に向けて思考・ 

・判断したり、他者に伝えたりする 

・力など 

・外国語を通しての言語や文化につ 

・いての体験的な理解 

・日本語と外国語の音声の違い等へ 

・の気付き 

・外国語の音声や基本的な表現への 

・慣れ親しみ 

・身近で簡単な事柄について、外国 

・語で聞いたり話したりして自分の 

・考えや気持ちなどを伝え合おうと 

・することなど 

・課題解決に向けて主体的に 

・活動するための道徳的な判 

・断力、心情、実践意欲と態 

・度など 

・多様な他者と協働する様々な 

・集団活動の意義や活動を行う 

・上で必要となることについて 

・理解と行動の仕方 

・集団や自己の生活、人間関係 

・の課題を見出し、解決するた 

・めに話し合い、合意形成を 

・図ったり、意思決定したりす 

・る 

・キャリア・パスポートの活用 

 など 

自立活動   

・障がいによる様々な困難を改善・克服しようとする力 

・個々の障がいに応じた基礎的な力（コミュニケーション、人間関係の形成など） 

 

 

【本校中学部や盲学校、地域との連携】 

 

 

【児童の実態】 

○素直で、互いに協力してやり遂げようとす

る児童が多い。 

○言語力の弱さに起因して、教材文の内容を

理解するのに時間を要する。 

○少人数で学習しているため、議論を通して

多様な考え方に触れる経験が少なく、多面

的・多角的に考えを深めることが難しい。 

○生活経験が少ないため、判断力や実践力に

弱さが見られる。 

【学校の教育目標】 

個々の障がいの状況と心身の発達に応じた教育活動を通して、基礎的・基本的な内容の確実な習

得を図るとともに、人間性豊かにたくましく生きる幼児児童生徒を育てる。 

＜めざす子どもの姿＞  

○意欲的で主体性のある子   ○豊かな情操をもち、協調性のある子 

○健康で、たくましく生きる子 ○豊かにコミュニケーションできる子 

【保護者や教職員の願い】 

○自分のよさや可能性に気付き、共によりよ

く生きる人になってほしい。 

○将来、社会や地域に貢献できる人になって

ほしい。 

【地域の人々の願い】 

○地域の活動に積極的に参加し、社会や地域

に貢献できる人になってほしい。 

【第１の目標】（学習指導要領） 

【学習活動】 
・地域の実態、児童の実態を踏まえ、探 

究課題を設定する。 

・地域の人、もの、ことを生かした学習

活動を行う。 

・学習成果を表現する場を設定する。 

・年間１テーマでの取組を基本とする。 

 

【指導方法】 
・児童の課題意識を連続、発展させる支援と工夫を

行う。 

・個に応じた指導の工夫を行う。 

・体験活動を重視する。 

・各教科等との関連を重視した指導を行う。 

・言語により整理分析したり、まとめ・表現したり

する学習を重視する。 

・協働的な学習を充実させるため、思考ツールを積

極的に活用する。 

【指導体制】 
・学部内の密な連絡調整と支援体制による

指導を行う。 

・地域の方をゲストティーチャーとして招

いての指導を行う。 

 

【学習評価】 
・ポートフォリオを活用した評価の充実を図

る。 

・観点別学習状況を把握するための評価規準を

設定する。 

・個人内評価を重視する。 

・指導と評価の一体化を充実する。 

・授業分析による学習指導の評価を重視する。 

・期末、学年末には指導計画を評価・改善し、

次年度の計画に生かす。 

【隣接する八戸盲学校との連携】 

・年間指導計画、全体計画の共有 

【本校中学部との連携】 

・小学部で育んだ資質・能力を基に、中学部とつながる学びの連続性

を意識した教育を構築 

【地域の小学校（柏崎小学校）との連携】 

・交流及び共同学習の計画的な実施 

【地域の公共施設との連携】 

・図書館や博物館等公共施設のゲストティーチャーによる学習 


